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［特集］
平成２５年度決算を公表します

「ぽぉ」と「アルクマ」
いいだ人形劇フェスタマスコットキャラ
クター「ぽぉ」（左）と長野県ＰＲキャラク
ター「アルクマ」（右）がエールを贈り
合った（詳細は2ページ）
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記念シンポジウムで行なわれたパネ
ルディスカッション

水窪町の皆さんと一緒に参加した贈呈式（９月２６日） 表彰を受けた企業・法人の皆さん

法政大学 田中優子総長（左）と市長

静岡県との県境「兵越峠」で毎年１０月末に開催さ

れる「峠の国盗り綱引き合戦」（飯田市南信濃、浜松

市天竜区水窪町）が、地域文化の向上に貢献した団

体に贈られるサントリー地域文化賞を受賞しました。

　

１０月１日、鼎公民館で長寿企業表彰式を行ないま

した。飯田市で長期にわたって事業を継続している企

業を顕彰し、今後の地域経済のさらなる発展につな

げることを目的として、２４企業・法人を表彰しました。

９月２９日、法政大学との事業協力に

関する協定の調印式を飯田市役所で

行ないました。法政大学は南信州・飯

田フィールドスタディや調査・研究で、

毎年多くの大学研究者や学生が飯田

市を訪れており、さらなる連携・協力に

向けて協定を締結しました。また、調印

式終了後に、協定締結を記念するシン

ポジウムを行ないました。

今回で、高等教育機関との協定締

結は９校目となりました。

さらなる連携・協力に向けて
法政大学との協定締結

峠の国盗り綱引き合戦
第３６回サントリー地域文化賞受賞

飯田市長寿企業表彰式
地域経済のさらなる発展を
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松尾明に建設された拠点工場

パネルディスカッションで「日本画」を振り返る

表面処理工場棟内で行なわれた竣工式

１０月８日、航空宇宙産業クラスター拠

点工場の竣工式が行われました。

（公財）南信州・飯田産業センターは、

今後、成長が期待される航空機産業に

着目し、中京圏に近い地の利と当地域

に集積している精密加工・電気電子技

術の基盤を活かして「飯田航空宇宙プ

ロジェクト」に取り組んでいます。特殊工

程技術を有する拠点工場を整備したこ

とで、地域内一貫生産体制を確立し、国

内外からの受注獲得を目指します。

９月２０日、美術博物館のロビーで、横長の画面に絵を

描く「巻物」を制作するワークショップを行ないました。

春草の誕生日である９月２１日には、シンポジウムを

開催し、美術専門家らによるパネルディスカッションで、

春草が向き合った「日本画」について考えました。

美術博物館の長いロビーで「巻物」を描く参加者

春草の偉業に触れる
菱田春草生誕１４０年記念事業

航空宇宙産業クラスター拠点工場完成
地域内一貫生産の確立へ
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市 

長
　牧
野
光
朗

超
高
齢
社
会
で
あ
る
現
在
、

飯
田
市
の
認
知
症
の
方
の
人
数

は
３
３
０
０
人
以
上
と
言
わ
れ
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

認
知
症
に
は
必
ず
起
こ
る
と

さ
れ
る
中
核
症
状
と
、
さ
ら
に

様
々
な
要
因
か
ら
起
こ
る
行
動

心
理
症
状
が
あ
り
ま
す
。
日
常

生
活
の
中
で
対
応
が
困
難
と
感

じ
ら
れ
る
行
動
（
暴
言
暴
力
・

物
取
ら
れ
妄
想
・
幻
覚
・
徘
徊

な
ど
）
は
、
す
べ
て
行
動
心
理

症
状
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
行
動

心
理
症
状
を
起
こ
し
て
し
ま
う

要
因
に
は
①
身
体
的
な
苦
痛
（
痛

み
や
便
秘
、
発
熱
な
ど
）②
環
境

の
変
化
（
騒
音
や
光
、
引
越
し
、

入
院
な
ど
）③
心
理
社
会
的
な
変

化
（
不
安
や
孤
独
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
）
が
あ
り
、
も
う
1
つ
重

要
な
要
因
と
し
て
④
適
切
で
な

い
関
わ
り
方
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

『
認
知
症
の
方
は
何
も
わ
か
ら
な

い
か
ら
説
明
も
し
な
く
て
い
い
、

す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
の
だ
か

ら
何
を
し
て
も
い
い
』
と
い
う

考
え
は
、
実
は
認
知
症
の
方
に

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の

方
は
『
記
憶
』
と
し
て
忘
れ
て

し
ま
っ
て
も
『
感
情
』
で
覚
え

て
い
ま
す
。
不
快
で
あ
る
こ
と

を
言
葉
で
上
手
く
表
現
で
き
な

い
た
め
に
、
行
動
心
理
症
状
と

し
て
表
現
し
て
い
る
の
で
す
。

認
知
症
の
方
の
気
持
ち
を
常
に

考
え
、
こ
の
行
動
は
何
を
訴
え

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
推
測
し

対
応
す
る
こ
と
で
、
行
動
心
理

症
状
は
軽
快
し
ま
す
。『
認
知
症

の
方
の
表
情
は
、
自
分
の
接
し

方
を
映
す
鏡
』
と
言
わ
れ
、
自

分
の
接
し
方
が
良
け
れ
ば
認
知

症
の
方
の
表
情
も
良
く
な
り
ま

す
。現

在
、
認
知
症
の
治
療
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
症
状
の
進
行

を
遅
ら
せ
る
た
め
の
薬
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
早
期
発
見
が
大

切
で
す
。『
な
ん
と
な
く
変
だ
な
』

『
身
近
な
人
が
、
前
と
少
し
違
う

な
』
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
早
め
に
受
診
し
、
必
要

で
あ
れ
ば
治
療
を
開
始
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
認
定
看
護
師
と
は

日
本
看
護
協
会
認
定
看
護
師
認
定

審
査
に
合
格
し
、あ
る
特
定
の
看
護
分

野
に
お
い
て
、
熟
練
し
た
看
護
技
術
と

知
識
を
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
者

を
い
い
ま
す
。

市立病院　認知症看護認定看護師

黒河内浩江  看護師

『
認
知
症
の
方
の
表
情
は
、

　  
自
分
の
接
し
方
を
映
す
鏡
』

そ
の 

１１８

各
地
区
の
運
動
会
を
回
っ
て

　
今
年
の
１０
月
は
台
風
が
２

週
連
続
で
日
本
に
上
陸
し
、

飯
田
市
で
は
そ
の
度
に
避
難

準
備
情
報
を
出
す
状
況
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
隙
を

縫
う
よ
う
に
市
内
各
地
で
は

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
毎
年
、
日
程
が
許

す
限
り
各
地
の
運
動
会
を
回

ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
各
地
の
運
動
会
は
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
取

り
分
け
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
活
躍
す
る
姿
に
は
胸
が
熱

く
な
り
ま
す
。
小
学
校
の
運

動
会
と
地
区
の
運
動
会
を
合

同
で
開
催
し
て
い
る
上
村
地

区
で
は
、
少
人
数
で
も
頑

張
っ
て
組
体
操
を
す
る
小
学

生
に
、
会
場
全
体
か
ら
惜
し

み
な
い
拍
手
が
何
度
も
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
龍
江

地
区
や
竜
丘
地
区
で
は
各
分

館
の
小
中
学
生
の
白
熱
し
た

応
援
合
戦
が
大
会
を
大
い
に

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
各
分
館
の
対
抗
競
技
に
つ

い
て
は
毎
年
工
夫
が
凝
ら
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
、
最
近
の

傾
向
と
し
て
は
、
特
定
の
分

館
が
毎
回
勝
つ
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
、
偶
然
性
に
重
き

を
置
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
増
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
た

だ
、
本
番
に
向
け
て
練
習
を

積
ん
で
い
る
分
館
と
し
て

は
、
そ
の
成
果
が
出
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
望
む
声
も

結
構
あ
る
よ
う
で
、
こ
の
辺

の
バ
ラ
ン
ス
は
な
か
な
か
難

し
い
よ
う
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
運
動

会
は
地
区
内
の
老
若
男
女
が

そ
ろ
っ
て
参
加
す
る
こ
と

で
、
地
区
の
絆
を
確
認
し
合

う
貴
重
な
機
会
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
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僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢
自分の夢

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

先月の 吉村勝彦 さん（下久堅）からのリレー

ま
え
だ

ま
き

前
田
真
希
さ
ん
（
上
郷
）

紅
茶
や
日
本
茶
な
ど
お
茶
を
飲
む
事
が

好
き
な
私
は
、お
茶
に
関
し
て
専
門
的
な
知

識
を
身
に
付
け
た
い
と
考
え
た
と
こ
ろ
、８

年
前
に
煎
茶
道
方
円
流
（
せ
ん
ち
ゃ
ど
う
ほ
う
え

ん
り
ゅ
う
）に
出
会
い
ま
し
た
。

小
さ
な
急
須
か
ら
小
さ
な
お
茶
碗
に
い

れ
ら
れ
た
玉
露
の
香
り
と
美
味
し
さ
は
格

別
で
、そ
の
美
し
い
作
法
に
魅
力
を
感
じ
た

私
は
方
円
流
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

お
稽
古
や
季
節
ご
と
の
お
茶
会
を
通
し

て
学
ぶ
事
は
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま

す
。仕
事
の
忙
し
さ
を
理
由
に
お
稽
古
を
休

み
が
ち
な
私
を
、
先
生
は
い
つ
も
温
か
く
迎

え
入
れ
て
く
だ
さ
り
、ピ
ン
と
張
り
つ
め
た
空

気
の
中
、
煎
茶
道
の
心
を
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
す
。

共
に
お
茶
を
い
た
だ
く
方
々
と
の
ご
縁
を

大
切
に
こ
れ
か
ら
も
長
く
が
ん
ば
っ
て
続
け

た
い
で
す
。

さかきやま よしき

榊山佳輝 さん
（竜東中３年）

僕の夢はまだ決まっていませんが、もの

づくりに関係する仕事をしてみたいと思っ

ています。理由は機械が好きで、その仕組

みを知ってみたいという好奇心と、誰かの

役に立つような物を自分の手で作ってみた

いと思ったからです。

そう思うようになったのは父の影響もあります。手先の器用

な父は多くの物を作ってくれたり、教えてくれたりしました。

「夢」の実現のために、中学、高校で多くのことを学び将来

に役立てられるようにしたいです。

～ 大学生から
のメッセージ ～

～ 大学生から
のメッセージ ～

学びの宝庫、飯
田学びの宝庫、飯
田

学びの宝庫、飯
田

No.１６

今回、南信州・飯田ニューツーリズム・

フィールドスタディに参加し、飯田で取り

組まれている体験教育旅行・農村ワーキ

ングホリデーについて学び、他大学の学

生と意見を交えました。私は一昨年に開

催されたフィールドスタディにも参加し、

主にソーシャルキャピタルや公民館活動

に関して学びました。飯田が農村ワーキ

ングホリデーの先進地と呼ばれ、都市と

農村の交流が盛んな背景には、地域のつ

ながりが存在しているのだろうと、一昨年

に学んだことを思い出しながら学びを深

めることができました。

また、農山村には地域が人を育てる

力、「地育力」がある、というお話を伺いま

した。講義の中ではもちろん、農家民泊

や地元食文化体験の中で、まさに「地育

力」の効果を私たちは得ることができた

と思います。農山村の豊かな自然や文化

等の環境、そこで暮らす心豊かな人々と

の関わりの中で私たち学生や、子供も大

人も成長することができるのではないで

しょうか。

地域が人を育てる力

貫田 理紗

和歌山大学観光学部　地域再生学科３年

（富山県富山市出身）

りぬき さた
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市政功労者表彰市政功労者表彰平成２６年度 市政功労者表彰市政功労者表彰平成２６年度 市政功労者表彰市政功労者表彰

市政の各分野で顕著な功績のあった個人や団体を表彰する

市政功労者表彰式を１０月１日に行い、市長から表彰状、感謝状を贈りました。

市政の各分野で顕著な功績のあった個人や団体を表彰する

市政功労者表彰式を１０月１日に行い、市長から表彰状、感謝状を贈りました。

（当日の式典にご出席いただいた皆さん）
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千　裕美……環境審議会の委員を永く務められた

柴田 忠昭……都市計画審議会の委員を永く務められた

髙松 和子……飯田市の文化振興に貢献された

シチズン時計マニュファクチャリング株式会社飯田殿岡工場……新庁舎設備として設備時計一式を寄附をされた

株式会社飯田ケーブルテレビ……文化振興のため箱文字看板、防犯カメラセットを寄附された

公益財団法人飯田市体育協会……スポーツ振興のためバスケットボール設備を寄附された

橋南まちづくり委員会……教育振興のため小学校備品を寄附された

松尾地区まちづくり委員会・下久堅地区まちづくり委員会・竜丘地域自治会……教育振興のため楽器類を寄附された

オーケストラと友に音楽祭５周年記念「第九」演奏会実行委員会

……文化振興のため文化会館備品および多額の寄附をされた

木下 長志……教育振興のため育英資金として多額の寄附をされた

特定非営利活動法人飯伊学生防犯対策支援協会……防犯対策向上のため防犯教材を寄附された

綿半ホールディングス株式会社……教育振興のため育英資金として多額の寄附をされた

野原産業株式会社……教育振興のため育英資金として多額の寄附をされた

松尾地区まちづくり委員会……教育振興のため小学校備品を寄附された

株式会社シノダ設備……災害対策のため災害用井戸を寄附された

武田 年史……東野まちづくり会議会長を務められた

原　伸圭……上郷地域まちづくり委員会会長を務められた

清水 政彦……消防団長を永く務められた

菅沼 輝美……福祉委員を永く務められた

塩澤 美登里……福祉委員を永く務められた

岡庭 忠臣……福祉委員を永く務められた

峯島 成憲……福祉委員を永く務められた

赤木 みさ子……福祉委員を永く務められた

田中 百合子……福祉委員を永く務められた

清水 正則……福祉委員を永く務められた

近藤 和子……福祉委員を永く務められた

伊澤 皆子……福祉委員を永く務められた

岡島 篤子……福祉委員を永く務められた

大前 哲二……福祉委員を永く務められた

林　榮一……監査委員を永く務められた

本田 武司……農業委員を永く務められた

櫛原 秀三……農業委員を永く務められた

関島 武俊……農業委員を永く務められた

宮内 昭嘉……農業委員を永く務められた

塩澤 秀雄……農業委員を永く務められた

塩澤　隆……農業委員を永く務められた

梨子田 善則……自治会長を永く務められた

田中 聖孝……自治会長を永く務められた

杉江　敬……自治会長を永く務められた

吉沢 武英……自治会長を永く務められた

吉野　滿……自治会長を永く務められた

伊藤 あい子……福祉委員を永く務められた

松澤 明子……福祉委員を永く務められた

佐藤 克郎……福祉委員を永く務められた

北原 知惠子……福祉委員を永く務められた

髙坂 和男……国民健康保険運営協議会の委員を永く務められた

會川 義明……自治会長を永く務められた

平澤 嘉彦……自治会長等を永く務められた

宮下 吉彰……自治会長等を永く務められた

西塚 孝義……自治会長等を永く務められた

木下　寛……交通指導員を永く務められた

山岸 嘉一……交通指導員を永く務められた

山澤 三郎……交通指導員を永く務められた

伊坪 一男……交通指導員を永く務められた

受賞者を代表して謝辞を述べられる岡庭忠臣さん

※敬称略、順不同
表彰状を受賞された皆さま

感謝状を受賞された皆さま
※敬称略、順不同
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　改
正
相
続
税
法
が
来
年
１
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　地
元
の
税
理
士
さ
ん
に
相
続

税
・
贈
与
税
に
つ
い
て
教
え
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　１１
月
２６
日
㈬

　午
後
６
時
３０
分
～
８
時
３０
分

▼
場
所

　飯
田
商
工
会
館
１
階

　商
店
街
交
流
ホ
ー
ル

▼
定
員

　４０
人

▼
講
師

　下
平
伸
次
さ
ん
（
税
理
士
）

▼
申
込
方
法

　電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　１１
月
１７
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　金
融
政
策
課

０
２
６
５（
５
９
）７
１
６
１

よ
く
わ
か
る
相
続
税
・

贈
与
税
の
お
話

　固
定
資
産
税
の
適
正
な
課
税

の
た
め
、
家
屋
の
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　次
に
該
当
す
る
建
物
を
所
有

し
て
い
る
、
ま
た
は
所
有
し
て

い
た
方
は
税
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　後
日
、
職
員
が
現
地
調
査
に

伺
い
ま
す
。

▼
調
査
対
象
の
建
物

○
新
築
、
増
築
、
改
築
、
取
壊

し
を
し
た
建
物

○
用
途
を
変
更
し
た
建
物

※
建
物
の
用
途
を
変
更
し
た
場

合
に
は
、
土
地
の
税
額
が
変

更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▼
連
絡
・
問
い
合
わ
せ

　税
務
課

　資
産
税
家
屋
係

　内
線
５
１
７
５
～
５
１
７
８

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　飯
田
税
務
署
で
は
、
青
色
申

告
決
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

　左
表
の
と
お
り

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
税
務
署

０
２
６
５（
２
２
）１
１
６
７

所
得
税
青
色
申
告
決
算

説
明
会

■営業・不動産所得のある人

期　日 時　　間 場　　所

１１月２５日㈫

㈬

１２月 １日㈪

１２月 ３日

■農業所得のある人

㈮

午後１時３０分～３時

午前１０時～１１時３０分

午前１０時～正午

飯田商工会館　商店街交流ホール

期　日 時　　間

１２月 ５日

飯田商工会議所　遠山郷支所

みなみ信州農協　伊賀良支所

場　　所

午後１時３０分～３時

飯田商工会館　商店街交流ホール

　企
業
の
担
当
者
と
直
接
面
談

す
る
こ
と
が
で
き
、
求
人
内
容

や
応
募
方
法
な
ど
の
説
明
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象

　平
成
２７
年
３
月
に
高
校
、
大

学
・
短
大
・
専
修
学
校
な
ど

卒
業
予
定
の
学
生
お
よ
び
３

年
以
内
既
卒
者

※
参
加
企
業
に
よ
っ
て
は
高
校

生
の
み
、
大
学
生
な
ど
の
み

を
対
象
と
し
た
求
人
の
た
め
、

応
募
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
日
時

　１１
月
１４
日
㈮

　午
後
１
時
３０
分
～
４
時

▼
受
付

○
高
校
生

　

　午
後
０
時
１５
分
～

○
大
学
生
な
ど

　

　午
後
０
時
３０
分
～

　

▼
場
所

　シ
ル
ク
プ
ラ
ザ

　（
育
良
町
１
―
７
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田

　（
飯
田
公
共
職
業
安
定
所
）

０
２
６
５（
２
４
）８
６
０
９

飯
伊
地
域
就
職
面
接
会



年1.50%

証書貸付型・リピートプラン

（別途保証料が0.48％、リピートプランは0.38％必要となります）

【ご融資期間】10年以内
【ご融資金額】500万円以内

（しんきん保証基金保証）

●入学金・授業料などの学資資金、その他教育関連資金（下宿費用なども含む）にお使いいただけます。
●お子さまの在学中はお利息のみのお支払いで、お子さまの卒業後ご返済を開始できます。

最優遇金利
変動金利 505050505050%%

どなたでも
年0.225％
金利引き下げ

どなたでも
0.225％
金利引き下げ

お取引内容により
最大年1.10％の
金利引き下げ

お取引内容により
1.10％の

金利引き下げ

最　大

年1.325％
金利引き下げ！！

+ ＝
●詳しい説明書は窓口に用意しています。

http://www.i idashinkin.co. jp/
70120-805-123

教育資金もATMででで 教育カードローン取り扱い中！

お子様の夢を応援します！！

キャンペーン期間
平成26年

9月16日（火）
平成27年

4月30日（木）

●広報いいだ　10月

13２０１４.１１.１［広報いいだ］

　公
共
交
通
機
関
を
お
一
人
で

利
用
で
き
な
い
障
が
い
の
あ
る

方
、
要
支
援
・
要
介
護
の
方
々

の
移
送
を
支
援
す
る
福
祉
有
償

運
送
運
転
協
力
者
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　こ
の
事
業
は
長
野
県
の
助
成

金
を
受
け
て
実
施
し
ま
す
。

▼
受
講
対
象
者

　自
動
車
運
転
免
許
を
持
ち
、

飯
田
下
伊
那
在
住
の
福
祉
に

関
心
の
あ
る
方

▼
日
時

　１２
月
７
日
㈰

　午
前
１０
時
～
午
後
６
時
３０
分

　（
受
付
午
前
９
時
４５
分
～
１０

時
）

▼
場
所

　か
が
や
き
パ
レ
ッ
ト

　（
上
郷
別
府
３
３
０
４
―
３
）

国
交
省
認
定

　移
送
サ
ー

ビ
ス
運
転
協
力
者
講
習
会

▼
受
講
料

　５
０
０
０
円

▼
定
員

　２４
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

※
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　地
域
支
え
合
い
人
材
の
育
成

推
進
協
議
会
事
務
局

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
活
応
援
ネ
ッ

ト
ス
キ
ッ
プ

０
２
６
５（
４
８
）５
６
４
３

　発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
「
思
春
期
を
迎
え
る
前

ま
で
の
支
援
」、「
思
春
期
か
ら

の
支
援
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
気
を
付
け
て
い
け

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体

例
に
沿
っ
た
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▼
対
象

　子
育
て
中
の
保
護
者
の
方

　発
達
支
援
に
携
わ
る
方
な
ど

▼
日
時

　１１
月
３０
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
～
４
時

　（
受
付
午
後
１
時
～
）

▼
場
所

　飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３
階
第
３
・
４
研
修
室

▼
定
員

　

　２
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
講
師

　本
田
秀
夫
さ
ん

　（
信
州
大
学
医
学
部
附
属
病

院

　子
ど
も
の
こ
こ
ろ
診
療

部
部
長
）

▼
演
題

　「
発
達
が
気
に
な
る
子
た
ち

の
子
育
て
―
思
春
期
ま
で
に

身
に
つ
け
て
お
き
た
い
こ
と

―
」

こ
ど
も
の
発
達
を
支
え

る
研
修
会

　地
域
の
「
見
守
り
・
支
え
合

い
」
の
重
要
性
を
学
び
、
地
域

福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　１１
月
２２
日
㈯

　午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所

　鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
内
容

○
基
調
講
演

　「
見
守
り
、
支
え
合
い
に
よ

る
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
地
域
つ
く
り
」

・
講
師

　尻
無
浜
博
幸
さ
ん

　（
松
本
大
学
総
合
経
営
学
部

観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
学
科

教
授
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　「
や
ら
ま
い
か
！
地
域
の
み

ん
な
で
見
守
り
・
支
え
合

い
」（
活
動
事
例
の
紹
介
）

・
事
例
発
表

　地
区
健
康
福
祉
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

　地
域
福
祉
課

　地
域
福
祉
係

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
０

地
域
福
祉
活
動
推
進
研
修
会

　水
路
の
耐
震
補
強
工
事
お
よ

び
機
能
診
断
調
査
の
た
め
、
一

貫
水
路
が
断
水
と
な
り
ま
す
。

　何
か
と
不
都
合
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
理
解
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

▼
断
水
期
間

　１１
月
１０
日
㈪
～
平
成
２７
年
３

月
４
日
㈬

▼
問
い
合
わ
せ

　長
野
県
竜
西
土
地
改
良
区

０
２
６
５（
２
２
）１
６
６
７

竜
西
一
貫
水
路

断
水
の
お
知
ら
せ

▼
申
込
方
法

　電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　１１
月
２０
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　子
育
て
支
援
課

　発
達
支
援
担
当

　内
線
５
３
４
７

０
２
６
５（
２
２
）８
１
３
３

http://w
w
w
.city.iida.lg.jp/

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
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▼
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　高
校
の
教
育
を
受
け
な
が
ら

　陸
上
自
衛
官
と
し
て
の
素
養

　を
高
め
た
い
方

○
推
薦
試
験

・
資
格

　中
卒
（
見
込
み
含
む
）
１５
歳

以
上
１７
歳
未
満
の
男
子

・
受
付
期
間

　

　１１
月
１
日
㈯
～
１２
月
５
日
㈮

・
試
験
日

　平
成
２７
年
１
月
１０
日
㈯
～
１

平
成
２６
年
度

冬
季
自
衛
官
等
募
集

月
１２
日
㈷
の
う
ち
１
日

○
一
般
試
験

・
資
格

　中
卒
（
見
込
み
含
む
）
１５
歳

以
上
１７
歳
未
満
の
男
子

・
受
付
期
間

　１１
月
１
日
㈯
～
平
成
２７
年
１

月
９
日
㈮

・
一
次
試
験
日

　平
成
２７
年
１
月
２４
日
㈯

・
二
次
試
験
日

　平
成
２７
年
２
月
５
日
㈭
～
２

月
８
日
㈰
の
う
ち
１
日

▼
防
衛
大
学
校

　大
学
の
教
育
を
受
け
、
幹
部

　自
衛
官
と
し
て
様
々
な
舞
台

　で
活
躍
し
た
い
方

○
一
般
試
験
（
後
期
）

・
資
格

　高
卒
（
見
込
み
含
む
）
２１
歳

未
満
の
者

・
受
付
期
間

　平
成
２７
年
１
月
２１
日
㈬
～
１

月
３０
日
㈮

・
一
次
試
験
日

　平
成
２７
年
２
月
２８
日
㈯

・
二
次
試
験
日

　平
成
２７
年
３
月
１３
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

　自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　飯
田
出
張
所

０
２
６
５（
２
２
）２
６
１
３

　南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
の
登
録
を
記
念
し
て
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時

　１１
月
１５
日
㈯

　午
前
１０
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　道
の
駅
遠
山
郷
、
か
ぐ
ら
の

湯
▼
内
容

　講
演
会
、
ガ
イ
ド
付
き
秋
葉

街
道
和
田
宿
の
散
策
、
遠
山

郷
秋
の
味
覚
市
、
温
泉
と
ら

ふ
ぐ
大
試
食
会
、
南
ア
ル
プ

ス
企
画
展
、
癒
し
の
体
験
コ

ー
ナ
ー
（
原
始
織
物
づ
く
り
、

遠
山
郷
産
と
う
も
ろ
こ
し
で

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
づ
く
り
）
他

※
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

　遠
山
郷
観
光
協
会

０
２
６
０（
３
４
）１
０
７
１

道
の
駅
遠
山
郷

　エ
コ
パ

ー
ク
癒
し
の
体
験
祭
り

　エ
ン
ジ
ョ
イ
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
が
撮
影
、
図
書
館
に

寄
贈
さ
れ
た
郷
土
の
祭
り
や
活

動
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
ま
す
。

▼
日
時

　１１
月
２９
日
㈯

第
１
回

　エ
ン
ジ
ョ
イ

ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
映
画
祭

　午
後
１
時
～
３
時
３０
分

▼
場
所

　中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
上
映
作
品

○
ロ
ケ
現
場
を
訪
ね
て
・
大
鹿

　村
騒
動
記

○
山
岳
部
遭
難
を
偲
ぶ
会

○
国
選
択
無
形
文
化
財
・
遠
山

　霜
月
祭
り

○
蜂
追
い
奮
戦
記

▼
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

第
６６
回
人
権
週
間

　「
世
界
人
権
宣
言
」は
、
基
本

的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し

確
保
す
る
た
め
、
世
界
の
す
べ

て
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と

が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と

し
て
、
昭
和
２３
年（
１
９
４
８

年
）
１２
月
１０
日
の
第
３
回
国
際

連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ

て
か
ら
６６
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　１２
月
４
日
㈭
か
ら
採
択
日
の

１２
月
１０
日
㈬
ま
で
の
１
週
間
を

人
権
週
間
と
し
て
、
各
種
啓
発

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
課

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０

　犯
罪
被
害
で
お
困
り
の
方
は

男
女
共
同
参
画
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
期
間
中
、
街
頭
啓

発
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
犯
罪
被
害
者
週
間

　１１
月
２５
日
㈫
～ 

　１２
月
１
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
課

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０

犯
罪
被
害
者
週
間
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広告を掲載しませんか
広告掲載料金 ※１回の掲載当たり広告掲載料金 ※１回の掲載当たり

★縦５０mm × 横１８０mm

★縦５０mm × 横８９mm

２５,０００円

１４,０００円

■申し込み・問い合わせ／広報情報課　広報広聴係　内線２１２５

※申込方法など詳細は
お問い合わせいただくか
市ウェブサイトを
ご覧ください。
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　飯
田
下
伊
那
の
教
育
現
場
で

長
年
活
躍
さ
れ
た
講
師
を
お
迎

え
し
、
お
父
さ
ん
も
楽
し
く
子

育
て
に
参
加
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、
わ
か
り
や
す
く
身
近
に
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
子

育
て
に
関
わ
る
多
く
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
４
回

　ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
講
座

▼「
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と

う
～
い
の
ち
を
繋
ぐ
・
想
い

を
繋
ぐ
～
」

○
対
象

　

　す
べ
て
の
親
、
こ
れ
か
ら
親

に
な
る
方

○
日
時

　１１
月
１５
日
㈯

　午
後
３
時
～

○
場
所

　飯
田
女
子
短
期
大
学
講
堂

○
講
師

・
葉
祥
明
さ
ん

　（
絵
本
作
家
・
画
家
）

・
橋
本
昌
彦
さ
ん

　（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
）

※
素
敵
な
絵
と
歌
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
す
。

○
定
員

　２
０
０
人

▼「
親
子
で
一
緒
に
絵
本
を
作

ろ
う
～
し
も
ん
ス
タ
ン
プ
で

お
話
し
作
り
～
」

○
対
象

　幼
児（
３
～
６
歳
）と
そ
の
親

子
育
て
講
座

い
い
だ
子
育
て
カ
レ
ッ
ジ

○
日
時

　１１
月
３０
日
㈰

　午
前
１０
時
～

○
場
所

　飯
田
女
子
短
期
大
学

　地
域
響
流
館
２
階

○
講
師

　酒
井
真
由
子
さ
ん

　（
飯
田
女
子
短
期
大
学
講
師
）

※
世
界
で
一
つ
し
か
な
い
絵
本

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

○
定
員

　１５
組

○
参
加
費

　１
０
０
円

▼
申
込
方
法

　電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
公
民
館

０
２
６
５（
２
２
）１
１
３
２

０
２
６
５（
２
２
）１
０
２
２

iccc01@
city.iida.nagano.jp

▼
日
時

　１１
月
２５
日
㈫

　午
後
６
時
３０
分
～
８
時

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　３
階
第
１
・
２
講
習
室

▼
講
師

　鋤
柄
郁
夫
さ
ん

　（
元
松
川
町
教
育
長
）

▼
内
容

　「
お
父
さ
ん
応
援
講
座
」

　～
０
歳
か
ら
６
歳
は
人
生
の

基
礎
づ
く
り
～

▼
定
員

　３０
人

▼
申
込
受
付
期
間

　１１
月
４
日
㈫
～
１１
月
２１
日
㈮

▼
申
込
方
法

　電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で

　申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　子
育
て
支
援
課

　子
育
て
支
援
係

　内
線
５
３
４
６

０
２
６
５（
２
２
）８
１
３
３

ic
jid
o
u
r4
@
c
ity
.iid
a
.

n
a
g
a
n
o
.jp

　ご
夫
婦
、
親
子
、
兄
弟
な
ど

と
い
っ
し
ょ
に
、
楽
し
く
料
理

を
し
て
い
た
だ
き
、
試
食
を
し

ま
す
。
カ
ッ
プ
ル
、
カ
ジ
メ
ン

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画

カ
ジ
メ
ン
料
理
教
室

　今
回
は
、
「
ホ
ー
ム
パ
ー
テ

ィ
を
楽
し
く
」
を
テ
ー
マ
に
実

習
と
試
食
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳
以

上
の
方

▼
日
時

　１２
月
７
日
㈰

　午
前
１０
時
～
午
後
１
時

▼
場
所

　飯
田
友
の
会

　（
高
羽
町
６
丁
目
１
０
８
）

▼
内
容

　土
鍋
の
パ
エ
リ
ア
、
チ
キ
ン

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
風
、
え
び
春

巻
き
の
パ
ル
サ
ミ
コ
酢
、
シ

ー
ザ
ー
サ
ラ
ダ

▼
定
員

　３０
人
（
先
着
順
）

▼
費
用

　５
０
０
円

▼
持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン

ダ
ナ
）、
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法

　電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　１２
月
４
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　男
女
共
同
参
画
課

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８

danjo@
city.iida.nagano.jp
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　上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、
企

画
展
「
伊
那
郡
衙
―
恒
川
官
衙

遺
跡
―
」
を
さ
ら
に
楽
し
く
観

覧
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
美

濃
国
武
儀
郡
衙
で
あ
る
岐
阜
県

関
市
弥
勒
寺
遺
跡
群
の
探
訪
ツ

ア
ー
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　１１
月
２９
日
㈯

　午
前
８
時
３０
分
集
合

　午
前
８
時
４５
分
出
発

　午
後
５
時
３０
分
帰
着（
予
定
）

▼
集
合
場
所

　上
郷
考
古
博
物
館
駐
車
場

▼
見
学
場
所

　岐
阜
県
関
市
弥
勒
寺
遺
跡
群
、

　関
市
円
空
館
ほ
か

▼
参
加
費

　２
０
０
０
円
程
度

　（
保
険
代
・
昼
食
代
・
入
館

料
・
資
料
代
な
ど
）

▼
定
員

　２３
人

歴
史
探
検
隊

　菱
田
春
草
が
試
み
た
朦
朧
体

（
も
う
ろ
う
た
い
）。
輪
郭
の
な

い
絵
画
技
法
と
知
ら
れ
ま
す
が
、

実
際
に
は
様
々
な
理
想
に
よ
っ

て
織
り
な
さ
れ
た
画
風
で
し
た
。

昨
年
の
春
に
『
朦
朧
の
時
代
』

を
上
梓
（
じ
ょ
う
し
）
し
た
朦

朧
体
研
究
の
第
一
人
者
が
「
朦

朧
」
の
真
相
を
解
き
明
か
し
ま

す
。

▼
日
時

　１１
月
１６
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　美
術
博
物
館
講
堂

美
術
講
座

　第
２
講

シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

年
賀
状
講
座

　パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
ご
家

族
や
趣
味
の
写
真
な
ど
を
入
れ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀
状
を
作

り
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
に
居
住
す
る
６０
歳
以
上

で
、
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
ソ

フ
ト
）
を
使
っ
た
こ
と
が
あ

る
方

▼
日
時

○
１１
月
２５
日
㈫
、
２７
日
㈭
、

　１２
月
２
日
㈫
、
４
日
㈭

　午
前
９
時
～
正
午

○
１２
月
３
日
㈬

　午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所

　飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　（
松
尾
明
）

▼
内
容

　画
像
を
入
れ
て
年
賀
状
の
文

面
を
作
成
し
、
デ
ー
タ
を
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

※
印
刷
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
写
真
を
使
い
た
い
方
は
、

　デ
ー
タ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
料

　１
８
０
０
円

　（
テ
キ
ス
ト
代
・
保
存
用
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
代
込
み
）

▼
定
員

　各
回
１０
人
（
先
着
）

▼
申
し
込
み

　飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

０
２
６
５（
２
２
）５
１
１
１

※
ご
希
望
の
日
を
選
ん
で
電
話

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
各
開
催
日
の
２
日
前
ま
で

（
土
日
を
除
く
）
先
着
順
で

受
け
付
け
ま
す
。

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込

み
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
時
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　長
寿
支
援
課

　

　内
線
５
３
８
４

▼
演
題

　「
朦
朧
の
時
代

　見
え
て
き

た
朦
朧
体
の
輪
郭
」

▼
講
師

　佐
藤
志
乃
さ
ん

　（
横
山
大
観
記
念
館
学
芸
員
）

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

　成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知

症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な

ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る

能
力
が
十
分
で
な
い
方
（
本

人
）
に
援
助
者
を
選
び
、
本
人

の
権
利
を
守
る
た
め
の
制
度
で

す
。
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に

関
わ
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時

　１１
月
３０
日
㈰

　午
前
１０
時
～
正
午
ま
で

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　２
階
相
談
室

成
年
後
見
制
度

休
日
相
談
会

▼
相
談
対
応

　

　い
い
だ
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

　い
い
だ
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー

　
　

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
７

▼
日
時

　１１
月
２２
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

　（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
場
所

　り
ん
ご
庁
舎
３
階

　第
１
会
議
室

▼
相
談
内
容

○
土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
の
悩
み

○
土
地
建
物
に
関
す
る
登
記
な

ど
の
こ
と

▼
相
談
時
間

　１
件
３０
分
ま
で

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

事
前
申
し
込
み
を
お
勧
め
し

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

事
務
局

０
２
６（
２
３
２
）４
５
６
６

※
受
付
時
間

　平
日
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
正
午
～
午
後

１
時
を
除
く
）

土
地
家
屋
調
査
士
の

無
料
相
談
会

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
申
込
方
法

　往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
の
上
郵
送
、
１
枚
で
２
人

ま
で
申
し
込
み
可
能

▼
申
込
締
切

　１１
月
１９
日
㈬
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　〒
３
９
５
―
０
０
０
３

　上
郷
別
府
２
４
２
８
―
１

　上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５
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　難
病
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の

皆
さ
ん
の
た
め
の
専
門
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

難
病
医
療
・
生
活
相
談
会

合
同
行
政
相
談
所

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談

　不
動
産
の
登
記
、
年
金
、
建

築
や
農
地
な
ど
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
の
相
談
や
、
法
律
相
談

な
ど
を
受
け
付
け
る
一
日
合
同

行
政
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
日
時

　１１
月
２０
日
㈭

　午
前
１０
時
～
午
後
３
時

※
受
付
は
午
後
２
時
３０
分
ま
で

▼
場
所

　

　文
化
会
館
２
階
会
議
室

▼
参
加
予
定
機
関

　長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

・
下
伊
那
地
方
事
務
所
・
飯

田
建
設
事
務
所
・
飯
田
年
金

事
務
所
・
飯
田
公
証
役
場
・

長
野
県
弁
護
士
会
ほ
か

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　総
務
省
長
野
行
政
評
価
事
務

所
０
２
６（
２
３
５
）５
５
６
６

▼
日
時

　１１
月
３０
日
㈰

　午
後
０
時
３０
分
～
２
時
（
受

付
）

▼
場
所

　飯
田
合
同
庁
舎
３
階
講
堂
・

３
０
２
号
会
議
室

　（
追
手
町
）

▼
相
談
内
容

　医
療
相
談
（
神
経
内
科
）
、

リ
ハ
ビ
リ
相
談
、
療
養
・
生

活
相
談
、
職
業
相
談
、
栄
養

相
談
、
患
者
会
な
ど
に
関
す

る
相
談

▼
申
込
方
法

　電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　１１
月
１３
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
保
健
所

　健
康
づ
く
り
支
援
課

０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
４

０
２
６
５（
５
３
）０
４
６
９

各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

家庭児童相談 りんご庁舎２階

りんご庁舎３階

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

りんご庁舎３階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３０２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

教育委員会棟
３　階

教育相談室
内線３５８１

専用電話（ＦＡＸ兼用）
☎０２６５（５３）８７３０

１２月９日㈫
１３：００～１６：００

総務文書課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

本人確認が
できる書類と
写真１枚が
必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

１２月８日㈪
１２月２２日㈪

１３：３０～、１５：００～

市　役　所
保 健 センター

保健課保健指導係
内線５５１５
（予約制）

障害のある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障がい者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

男女共同参画課
内線５３５５

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法 律 相 談
（現在係争中の

ものは除く）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００
受付１５：３０まで

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

飯田商工会議所
（ 常 盤 町４１）

ジョブカフェいいだ
☎０２６５（５３）８９６６
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３２４

１１月１８日㈫
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５３５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週木・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週金曜日
１３：００～１７：００

市民証明コーナー
（りんご庁舎２階）

毎月第１・
第３木曜日

１３：００～１６：００
※希望の方は
　前日午後５時
　までに申し込む

飯田勤労者
福祉センター

産 業 振 興 課
☎０２６５（５３）６０７８

南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外

国

語

相

談

外国人総合
相談窓口

（市役所本庁舎
１階）

男女共同参画課
内線５３５１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

高齢者の介護や
福祉などの相談

成年後見相談

の

相

談

女

性

の

た

め

心
配
ご
と
相
談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

りんご庁舎２階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特 別
（法律的）

一 般

ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

結いターンキャリアデザイン室
イメージキャラクター「ゆいたん」

■問い合わせ
結いターンキャリアデザイン室 内線３５１２
http://www.city.iida.lg.jp/site/yuiturn/
yuiturn@city.iida.nagano.jp

U
タ
ー
ン
I
タ
ー
ン
を

応
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

結
い（
U
I
）タ
ー
ン



18［広報いいだ］２０１４.１１.１

軽自動車税の税率が変更になります。軽自動車税の税率が変更になります。
平成２６年度税制改正により、平成２７年度、平成２８年度より軽自動車税に新税率が適用されます。

◎原動機付自転車、軽二輪、二輪小型、小型特殊自動車
平成２７年度から、次の通り税率を変更します。

◎三輪、四輪以上の軽自動車
平成２７年度より、次の通り税率を変更します。

平成２８年度より、グリーン化を進める観点から、初度検査から１３年を経過した軽四輪車などについて、新税

率の概ね２０％の重課となります。

初度検査とは、新車が初めて車両番号の指定を受ける際の検査のことです。初度検査年月は車検証で確

認することができます。なお、平成１５年１０月１４日前に初めて車両番号の指定を受けた三輪以上の軽自動車に

ついては、「初めて車両番号の指定を受けた年」までしか分からないため、経過年数の起算点を初めて車両番

号の指定を受けた年の１２月とします。

新税率は、平成２７年４月１日以降に初度検査を受けた車両で、当該検査から１３年を経過するまで適用されます。平成２７年３月３１日
までに初度検査を受けた車両は、現行税率が適用になります。

重課税率は、新規検査より１３年を経過した車両に適用されます。なお、特例により、動力源または内燃機関の燃料が電気・天然
ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電力併用（ハイブリッド）の軽自動車および被けん引車は、重課税率が適用されません。

（注１）

（注２）

軽自動車税の税率が変更になります。軽自動車税の税率が変更になります。

３,１００円 ３,９００円 ４,６００円

５,５００円 ６,９００円 ８,２００円

７,２００円 １０,８００円 １２,９００円

３,０００円 ３,８００円 ４,５００円

４,０００円 ５,０００円 ６,０００円

三輪　総排気量６６０cc以下

四輪乗用　営業用

四輪乗用　自家用

四輪貨物　営業用

四輪貨物　自家用

種　　　　別

税　　　　率

現行税率
新税率（注１）

平成２７年度から
重課税率（注２）
平成２８年度から

平成２７年度から平成２６年度まで

２,０００円１,０００円

２,０００円１,２００円

２,４００円１,６００円

３,７００円２,５００円

３,６００円２,４００円

３,６００円２,４００円

２,４００円１,６００円

５,９００円４,７００円

６,０００円４,０００円

税　　　　率

軽二輪車　１２５cc超　２５０cc以下

雪上車

二輪小型自動車　２５０cc超

原動機付
自転車

第一種　５０cc以下　０.６kw以下

第二種乙　５０cc超　９０cc以下　０.６kw超　０.８kw以下

第二種甲　９０cc超　１２５cc以下　０.８kw超

ミニカー

小型特殊
自動車

農耕用作業車

その他

種　　　　　　別
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住宅改修（耐震改修・バリアフリー改修・省エネルギー改修）を行い、次の要件に該当するときは、

申告により固定資産税を一定期間減額します。

住宅改修後の固定資産税の減額について
◆申告・問い合わせ　税務課　資産税家屋係　内線５１７５～５１７８

※住宅の耐震改修、バリアフリー改修、省エネルギー改修は所得税の住宅ローン減税の対象に該当する場合があります。
詳しくは飯田税務署（　　　０２６５-２２-１１６７）へお問い合わせください。

耐
震
改
修

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修

要

　　　
件

減額
内容

要

　
　
　
　
件

注意
事項

注意
事項

申告
期限

減
額
期
間

必
要
書
類

必
要
書
類

減額
内容

減額
期間

申告
期限

要

　
　
　
　
件

注意
事項

必
要
書
類

減額
内容

減額
期間

申告
期限

※要件に記載した期間以前に改修工事をされた場合でも減額となる場合がありますので、飯田市役所税務課資産税家屋係までお問い合わせ
　　ください。

●バリアフリー改修、省エネルギー改修に対する減額との併用はできません。
●同一の家屋で２回以上の減額を受けることはできません。

●耐震改修住宅に対する減額との併用はできません。
※省エネルギー改修住宅に対する減額との併用はできます。

●同一の家屋で２回以上の減額を受けることはできません。

●耐震改修住宅に対する減額との併用はできません。
※バリアフリー改修住宅に対する減額との併用はできます。

●同一の家屋で２回以上の減額を受けることはできません。

●昭和５７年１月１日以前に建築された住宅
●平成２６年１月１日～平成２７年１２月３１日の間に、改修
工事が完了した住宅
●現行の耐震基準に適合する耐震改修
●耐震改修費用が５０万円超

改修家屋全体の床面積１２０㎡相当分までの固定資産
税額を２分の１に減額

耐震改修工事完了後３カ月以内

●申告書（市役所税務課にあります）
●耐震基準に適合した住宅であることの証明書の写し
（市役所※、建築士、指定確認検査機関、または指定
住宅性能評価機関が発行したもの）
※住宅耐震改修補助事業を受けている方
●耐震改修に要した費用の領収書の写し

●平成１９年１月１日以前に建築された住宅
●平成２６年１月１日～平成２８年３月３１日の間に、
次のいずれかの改修工事が終了した住宅
・廊下の拡幅　・階段のこう配の緩和　・浴室の改良
・トイレの改良　・手すりの取り付け　・床の段差の解消
・引き戸への取り換え　・床表面の滑り止め

●次のいずれかの方が居住する既存の住宅
（賃貸住宅を除く）
・６５歳以上の方
・障害者手帳をお持ちの方
・要介護認定または要支援認定を受けている方

●改修費用から補助金などを差し引いた自己負担額が
５０万円超（増築・改築などの費用は含まれません）

●平成２０年１月１日以前に建築された住宅

●平成２６年１月１日～平成２８年３月３１日の間に、
改修工事が終了した住宅

●対象となる省エネルギー改修要件
（１）次の①の工事、または①とあわせて行う②の工事
①窓の断熱改修工事（必須）
②床、天井または壁の断熱改修工事

　　（２）改修部位が、現行の省エネ基準に新たに適合すること

●省エネ改修工事費用が５０万円超
（増築・改築などの費用は含まれません）

改修家屋全体の床面積１２０㎡相当分までの固定資産
税額を３分の２に減額

省エネルギー改修工事完了３カ月以内

●申告書（市役所税務課にあります）
●省エネルギー基準に適合した住宅であることの証明
書（建築士、指定確認検査機関または指定住宅性能
評価機関が発行したもの）の写し
●省エネルギー改修に要した費用の領収書の写し

改修家屋全体の床面積１００㎡相当分までの固定資産
税額を３分の２に減額

改修工事が完了した年の翌年度（工事完了の日が１月
２日～３月３１日の間の場合は翌々年度）

改修工事完了後３カ月以内

●申告書（市役所税務課にあります）
●改修工事の明細書の写し
●改修前、改修後の写真および平面図の写し
●バリアフリー改修に要した費用の領収書の写し

改修工事が完了した年の翌年度（工事完了の日が１月２日
～３月３１日の間の場合は翌々年度）。ただし通行障害既存
耐震不適格建築物※であった住宅については２年度。
※地震によって倒壊した場合に道路通行を妨げ、多数の者の円滑な避

難を困難とする建築物で、都道府県耐震改修促進計画等に記載された

道路にその敷地が接するもののうち耐震基準を満たしていない建築物

改修工事が完了した年の翌年度（工事完了の日が１月
２日～３月３１日の間の場合は翌々年度）
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毎月第３日曜日は 
「結いの日（家庭の日）」

あいさつは、人と人とのより良

い関係を作るための第一歩です。

まずは家族の中で自分からあい

さつをする習慣をつけましょう。

そして、あいさつの輪を近所、

地域へと広げていきましょう。

あいさつあいさつあいさつ

お互いの顔を見ながら会話す

ることで、「自分の気持ち」を伝え

る力や「ほかの人の気持ち」を感

じる力が育ちます。ケータイや

メールばかりではなく、お互いの

顔を見ながら“ 心と心 ”“ 言葉と

言葉”で会話をしましょう。

会　話会　話会　話

お手伝いは子どもたちの「自立

心」や「責任感」を育て、最後まで

やったことで「達成感」を持つこ

とができます。また、家族みんな

で家事を協力することで、お互い

に認め合う心・感謝する心、相手

を思いやる心も生まれます。

お手伝いお手伝いお手伝い

本を読むことで「表現力」や「想

像力」が育まれます。また、「読み

聞かせ」は子どもに「豊かな感情」

を養い、そのふれあいのひと時は

親子での絆を深める機会となり

ます。

読　書読　書読　書

わが家の結いタイムわが家の結いタイムわが家の結いタイム

子どもが育ち　親が育つ　家庭共育

～家族のふれあいのために～

１１月は「わが家の結いタイム」推進月間です。
まずは、「あいさつ」「会話」「お手伝い」「読書」から始めてみましょう。

◆結いタイムの情報はこちらから
生涯学習・スポーツ課
地育力向上係
内線３５７３

問い合わせ

地育力どっとネット

★
農産物直売所あざれあ

「KanKanリトルジャイアント」
天龍峡温泉
観光案内所
天龍峡温泉
観光案内所

天竜峡駅

お食事処こや堂

姑
射
橋

姑
射
橋

天竜川

場 所

開 所 日
　

開所時間

利用料金

特 徴

■

■
　

■

■

■

／

／

　

／

／

／

農産物直売所あざれあ（龍江７０８７）

毎週火、水、木曜日
年末年始（１２月２９日～１月３日）は
休み、事前告知ありの不定期休み有

午前１０時～午後３時

無料 （イベント時は実費をいただく場合があります）

英語が話せるスタッフによる
アクティビティの日もあります。 ■問い合わせ／感環自然村　    ０２６５（４９）８１３２

乳幼児とその保護者が遊び、交流し、

子育ての相談ができる、つどいの広場

「ＫａｎＫａｎ リトルジャイアント」

乳幼児とその保護者が遊び、交流し、子育ての相談
ができる、つどいの広場 がオープンします。
これにより市内のつどいの広場は常設１０カ所・出張
型１カ所となります。

金木
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三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信

江
戸
時
代
の
宿
場
町
へ

江
戸
時
代
の
宿
場
町
へ
へへへへへへへへへへタ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！

遠
州
遠
州三市合同企画 第１１７回
東
三
河

東
三
河

豊
橋
市
に
は
、
江
戸
時
代

の
東
海
道
五
十
三
次
の
宿
場

町
で
あ
る
吉
田
宿
と
二
川
宿

が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
う
ち
二

川
宿
に
は
、
大
名
な
ど
貴
人

の
宿
で
あ
っ
た
本
陣
が
残
っ

て
お
り
、現
在
は
草
津
宿（
滋

賀
県
）と
２
か
所
の
み
で
す
。

本
陣
の
東
隣
に
は
、
東
海
道

を
旅
し
た
庶
民
の
宿
で
あ
る

旅
籠
屋
「
清
明
屋
」
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、歴
史
的
建
造
物

で
あ
る
２
棟
に
隣
接
し
て
資

料
館
が
あ
り
、「
東
海
道
」

「
二
川
宿
」「
本
陣
」の
テ
ー
マ

で
常
設
展
示
や
、
特
別
な

テ
ー
マ
で
企
画
展
を
随
時
開

催
し
て
い
ま
す
。
体
験
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
浮
世
絵
刷
り
や

双
六
ゲ
ー
ム
な
ど
が
あ
り
、

江
戸
時
代
の
旅
を
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
ほ

か
本
陣
内
で
は
、ひ
な
ま
つ

り
な
ど
五
節
句
に
併
せ
、
年

間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

来
年
の
秋
に
は
、
資
料
館

か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
東
に

江
戸
時
代
の
商
家
の
遺
構
で

あ
る
「
駒
屋
」
が
オ
ー
プ
ン

し
、本
陣
・
旅
籠
屋
・
商
家
が

セ
ッ
ト
で
見
学
で
き
る
全
国

唯
一
の
宿
場
町
と
な
り
ま

す
。

ま
た
、１１
月
９
日
㈰
は
、一

般
公
募
に
よ
る
お
姫
様
（
雅

姫
・
琴
姫
）を
メ
イ
ン
に
、
吉

田
城
主
松
平
伊
豆
守
の
大

名
行
列
を
モ
デ
ル
に
し
た
、

宿
場
内
を
練
り
歩
く
時
代

風
俗
絵
巻
「
大
名
行
列
」を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
商
家

「
駒
屋
」の
一
部
も
公
開
し
、

施
設
の
案
内
な
ど
も
行
い
ま

す
。
歴
史
薫
る
ま
ち「
二
川
」

に
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

豊橋市二川宿本陣資料館

開館時間：午前９時３０分～午後５時
休館日：月曜日（祝日の場合は翌平日）

入館料：一般 ４００円、小・中・高校生 １００円

問い合わせ：豊橋市二川宿本陣資料館
（豊橋市二川町字中町）
☎０５３２（４１）８５８０

旅籠屋「清明屋」

二川宿本陣

大名行列保存会と地元小学校児童による「奴 (やっこ)踊り」

は
た
ご
や

せ
い
め
い
や

こ
ま
や

す
ご
ろ
く

こ
と
ひ
め

ま
つ
だ
い
ら
い
ず
の
か
み

ひ
め

ま
さ

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　　０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　　０２６５（２３）３５５２

３月に初演を迎える「人

魚姫」制作補助スタッフを

募集します。

内容は、衣装製作、大道

具・小道具製作、演出助

手、公演当日の運営、広報

など

★人形劇 ｉｎ 丘のまちフェスティバル

日時：１１月３日（祝）　①１３：００開演　②１５：００開演
会場：川本喜八郎人形美術館
出演：田辺

★第３２回伊那人形芝居公演

日時：１１月１６日（日）　１０：００開演
会場：黒田人形浄瑠璃伝承館
出演：黒田人形、今田人形、早稲田人形、古田人形　ほか

★森のぽかぽかクリスマス

日時：１２月７日（日）　１０：００～（人形劇は１４：００開演）
会場：かざこし子どもの森公園
出演：人形劇団どむならん
その他：クリスマスリース作り、手作りピザづくり　ほか

参加者

募集

人形劇「人魚姫」
制作補助スタッフ

募集

人形劇「人魚姫」
制作補助スタッフ

募集
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受講生
募集中！！
（定員２０人）

今暮らしている地域で、楽しく生き甲斐を持って生活していくためのアク

ティブな実践講座を企画しました。自分の生き方を改めて見つめ直し、地域

の宝を探し、次世代に伝えるための学びができればと考えています。

定年前後の皆さんをはじめ、若者の皆さん、新しい生き方を探している皆

さん、さあ、皆で交流し学びあい、地域で活躍できる「地活（ちいき）レジェンド」

をめざして、地域に舞い降りましょう。

伝説になりうる魅力的な
地域（人）を訪ねます。

意欲的に生きる地活レジェンドと
語り合う

貴重なチャンスです。

交流カフェ
２０１５.４月～９月開講予定

ステージ自分探し
、仲間探

し、

仕事探し

事業活動に挑戦
２０１５.１１月～２０１６.３月開講予定

ステージプロジェ
クトが

立ち上が
る

元気な地域めぐりツアー
２０１４.１１月末～２０１５.２月開講

ステージ地活レジ
ェンドに

会いに行
く

元気な地域めぐりツアー
月末～２０１５.２月開講

ステージ地活レジ
ェンドに

会いに行
く

ステージ

交流カフェ
２０１５.４月～９月開講予定

ステージ自分探し
、仲間探

し、

仕事探し

事業活動に挑戦
２０１５.１１月～２０１６.３月開講予定

ステージプロジェ
クトが

立ち上が
る

ＴＥＬ、ＦＡＸまたはＥメールにて
お申し込みください。
お一人でもグル―プでも申し込
み可能です。原則すべての講座
への参加をお願いいたします。
現地集合となります。参加費は
当日会場にてお支払いくださ
い。定員になり次第締め切らせ
ていただきます。

飯田市公民館　学習支援係
担当／中村
飯田市吾妻町１３９

０２６５（２２）１１３２

０２６５（２２）１０２２
ｉｃｃｃ０１＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ

申込締切申込締切

１１月２５日（火）

申し込み・問い合わせ

申込方法

日時：１１月２９日㈯　１４：００～１６：３０
場所：鼎公民館　３Ｆ　講義室

参加費：６００円 （テキスト代）

講師：吉田洋子さん

第１回 はじめの一歩を
ここから

日時：１月１５日㈭　１９：３０～２１：００
場所：おひさま進歩エネルギー株式会社

気象観測室 （馬場町）
参加費：２００円 （お茶代）
講師：原　亮弘さん

第３回 エネルギー問題から
見える地域とは

日時：２月２８日㈯　１４：００～１６：３０
場所：鼎公民館　３Ｆ　講義室

参加費：２００円（お茶代）

講師：吉田洋子さん

第５回 自分探し、仲間探し、
仕事探し

日時：１２月６日㈯　１２：００～１４：３０
場所：ふれあい農園おおた （千代）

参加費：１,５００円 （昼食代）

講師：太田いく子さん

第２回 民泊業から考える
地域とは

日時：１月３１日㈯　１０：００～１４：３０
場所：竜丘公民館　実習室

参加費：１,０００円 （昼食代）

講師：岡村 巧さんと野楽路のみなさん

第４回 そば打ち体験から学ぶ
地域とは

地
域
に
着
地
し
ま
す

ワン・ツー・スリーのカリキュラ
ム

吉田洋子まちづくり計画室主宰
横浜市在住
商店街の空き店舗活用、高齢者や学生の起業など市
民参加型事業、計画策定のプロフェッショナル。１５年
前より飯田市においても市民主体の数々の地域づく
りのコーディネートに関わり現在に至る。

アドバイザーの紹介

★吉田洋子さん

２０１４.１１月末～２０１５.２月開講

ステージ

第１回 はじめの一歩を
ここから
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りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコカフェ Info
りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

１１月１日㈯より申し込み受付開始します

１１月のエコカフェ

★歩行者天国企画
飛び入り参加歓迎！！
「木で動くおもちゃを作ろう」
日時：１１月３日㈷　１０：００～１５：００
講師：水上雅彦さん （工房菜や）
参加費：５００円

★季節の果物を使って
ケーキのデコレーションを習おう！
日時：１１月１９日㈬　１０：００～１２：００
講師：井上有香さん
参加費：５００円

★大切な人に気持ちを込めて
クリスマスカードを贈りましょう
日時：１１月２６日㈬　１０：００～１２：００
講師：竹内恵子さん
参加費：６００円
持ち物：ものさし・えんぴつ・

彩色するもの（色鉛筆やカラーペンなど）
はさみ・カッター・木工用ボンド・
カッター板（ある人）

★心あたたまる手作り年賀状
～筆でオリジナル年賀状を書こう！～
日時：１１月２８日㈮　１０：００～１２：００
講師：立花尚美さん
参加費：３００円
持ち物：小筆・墨汁・はがきなど書く紙

★プレゼントにも最適！分光万華鏡とビー玉万華鏡
～２種類の万華鏡を作って

光の不思議を体験しよう～
日時：１２月２日㈫　１０：００～１２：００
講師：鼎図書館　矢澤 恵さん
参加費：５００円
持ち物：はさみ・あればお気に入りの布３０×１５㎝・２枚

★玄関をおしゃれに飾る！
ドイツトウヒの小さなクリスマスリース
日時：１２月５日㈮　１０：００～１２：００
講師：早乙女 翠さん
参加費：６００円
持ち物：はさみ・裁縫道具

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」で
環

境
に
や
さ
し
い
運
転
を

最
近
よ
く
聞
く
「
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
」と
い
う
言
葉
。何
と

な
く
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
な

気
は
す
る
け
れ
ど
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を

付
け
て
運
転
を
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

警
察
庁
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、環
境
省
か
ら

な
る
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及

連
絡
会
」で
は
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

●
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル『
ｅ
ス

タ
ー
ト
』

●
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を

も
っ
て
加
速
、
減
速
の
少

な
い
運
転

●
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ

ル
を
離
そ
う

な
ど
１０
項
目
を
挙
げ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
車
の
運
転
は
個

人
差
も
あ
り
ま
す
し
、
考
え

方
や
車
種
に
よ
る
違
い
も
あ

り
ま
す
の
で
、自
分
に
合
っ
た

運
転
方
法
を
見
つ
け
て
実
践

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　　

そ
れ
で
も
、
誰
も
が
す
ぐ

に
で
き
る
こ
と
と
し
て
注
目

し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

“

発
進  

で
す
。

　

車
は
発
進
時
に
多
く
の
燃

料
を
消
費
し
ま
す
の
で
、
発

進
を
や
さ
し
く
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
こ
と
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

に
つ
な
が
る
の
で
す
。
そ
れ

が
、ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
『
ｅ

ス
タ
ー
ト
』で
す
。

こ
れ
を
実
践
す
れ
ば
、
燃

費
が
概
ね
１０
％
程
度
（
財
団

法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
調
べ
）
改
善
さ
れ
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
秋
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
が
始
ま
り
、
自
動
車
で

出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
１１
月
は
ま
た「
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
推
進
月
間
」
に
も

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、こ
の
機

会
に
１０
項
目
の
ポ
イ
ン
ト
を

踏
ま
え
た「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」

を
実
行
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

”

随時受付

ちょっと

　エコな
生活をちょっと

　エコな
生活をちょっと

　エコな
生活を

日時：１２月２日㈫　１０：００～１２：００
講師：鼎図書館　矢澤 恵さん

持ち物：はさみ・あればお気に入りの布３０×１５㎝・２枚

★玄関をおしゃれに飾る！
ドイツトウヒの小さなクリスマスリース
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

※材料がなくなり次第終了します

窯焼 きピザづくり（ホワイトソース）
１１月２３日㈷　１０：３０～１２：００受付　材料費：３００円

木の表札づくり
１１月２２日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：１００円
場所：土の工房

紙とんぼを飛ばそう
１１月１日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

ミラーボックスを作ろう
１１月２日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

電気クラゲで遊ぼう
１１月９日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

岩塩のサイコロを作ろう
１１月１５日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館
※カッターを使用しますので、親子での参加をお願いします。

コイルモーターを作ろう
１１月１６日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

特別講座飯田 ＯＩＤＥ長姫高校とのコラボ企画
「割り箸飛行機を作ろう」＆「高校戦隊テックレンジャーショー」
１１月２３日㈷　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館
※１４時から「テックレンジャーショー＆握手会 」もあります。

飛ばそう！！ラワンの種模型
１１月２９日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

万華鏡を作ろう
１１月３０日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

第３回　手づくり工作まつり
１１月１５日㈯　１０：００～１５：００　体験料：５００円～
～手づくり作家のみなさんによるワークショップ～

森のぽかぽかクリスマス
１２月７日㈰　１０：００～１６：００　参加費 ：１,０００円～
受付場所：なかまの館　　※予約制
～人形劇鑑賞・ピザづくり・リースづくりがセットになった大人気の

クリスマスイベントです♪ぜひご家族でどうぞ～

オリジナル缶バッチをつくろう
１１月１６日㈰　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：２００円

親子であそぼ♪
１１月１９日㈬　１０：００～１２：００

クリスマスモビールをつくろう
１１月２４日㉁
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：５０円

スノードームをつくろう
１１月２９日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円

和紙でつくるお星さま
１１月３０日㈰　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円

年賀状をつくろう
１２月６日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

リースづくりに挑戦しよう
１２月１３日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：２００円

クリスマスカードをつくろう
１２月１４日㈰　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

ジェルクラフト体験
１１月２９日㈯・３０日㈰　１０：００～１６：００
材料費：１,０００円～　場所：なかまの館
主催：リアリゼーション

けん玉教室
１２月６日㈯　１３：３０～１５：３０　場所：なかまの館
主催：アップルけん玉クラブのみなさん

羊の毛でアクセサリーづくり
１２月６日㈯、１４日㈰　１１：００～１７：００　材料費：６００円～
場所：なかまの館　主催：アトリエＲｕｒｒｅ

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。詳細は公園ホームページにてご確認く
ださい。

※予約制のイベントは公園事務局までお電話ください。

森森カルチャーサークル「とんぼ玉作り体験」
１２月６日㈯　９：３０～１６：００　材料費 ：３,０００円
場所：食の工房　講師：城下鮎子さん（とんぼ玉作家）
～クリスマスプレゼントにピッタリ！とんぼ玉でスイーツアクセサリーづくり～

森森子ども大学（子ども体験学習）

理科実験ミュージアム

秋冬の特別企画

食の工房体験学習

なかまの館体験学習

木の工房体験学習

◆◆◆　理科実験ミュージアム問い合わせ先　◆◆◆
生涯学習・スポーツ課　 内線３５７９

市民の皆さんによる活動

森森大学院（成人向け講座）
※対象：中学生以上　　　※予約制（定員になり次第締め切り）

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

サルは何を食べるかな？
食べ物クイズに
挑戦しよう
１２月６日㈯・７日㈰
１１：３０～　（小雨決行）

２３日は乳酸菌の日
リスザルにヨーグルトをあげるよ。
１１月２３日㈷　１０：００～　（雨天中止）

まつぼっくりでヒツジをつくろう
１１月２９日㈯・３０日㈰
１３：００～１４：３０ （雨天中止）
材料費：１個１００円

サンタ列車
１１月２９日㈯～１２月２５日㈭ （雨天中止）

サルは何を食べるかな？
食べ物クイズに
挑戦しよう
１２月６日㈯・７日㈰
１１：３０～　（小雨決行）

ウインターナイトズー
１２月６日㈯・７日㈰、
１３日㈯・１４日㈰
１７：００～１９：００
（豆汽車は雨天運休）

１日２０人

バスで巡る伊那谷遺産
１１月１５日㈯　９：００～１５：００
対象：小３年～成人
主催：天竜川上流河川事務所
内容：伊那谷の貴重な自然・暮らし・

土木の遺産を巡るバス旅行です。

かわらんべウォーキング
１１月２０日㈭　１３：３０～１５：３０　対象：成人
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：天竜川周辺の景色を楽しみながら歩きます。

親子でダイコン抜き
１１月２２日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：中村貴俊 （かわらんべスタッフ）
内容：ダイコン収穫を

親子で体験してみよう！

くらしを守る河川工事の見学
１１月２９日㈯　９：００～１２：００　対象：小３年～成人
主催：天竜川上流河川事務所
内容：河川工事現場で工事や重機を見学します。

広さや大きさにビックリ！

絵手紙講座
１２月４日㈭ ９：００～１１：００　対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：絵手紙を楽しく描きます。

クリスマスリースを作る
１２月６日㈯ ９：００～１１：３０
対象：幼児～成人
講師：かわらんべ協力員
内容：身近な自然の木や葉や実で

クリスマスリースを作ります。

ハンダごてで年賀状
１２月１３日㈯ ９：００～１２：００　対象：小３年～成人
講師：鎌倉利一 （地元協力者）
内容：チョットかわった年賀状作り。

板をハンダで焼き付けて絵を描きます。

モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１１：００～１２：００ （雨天中止）

ウサギのふれあい
１１：００～１１：３０ （雨天中止）

ポニーのふれあい
１３：３０～１４：３０ （雨天中止）

ビーバーの巣直しみれるかな？
１４：４５～　ビーバーの活動開始時間によって、変更する
場合があります。

フサオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう
１２：１５～ （雨天中止）

みんなでリクガメをビッグにしよう！
１１：４５集合
人数：１日５組（各組１日１回づつ）
申込期間：前日の開園時間中まで
参加資格：１１：４５までに来園 できる方

みんなでリクガメをビッグにしよう！
１１：４５集合
人数：１日５組（各組１日１回づつ）
申込期間：前日の開園時間中まで
参加資格：１１：４５までに来園 できる方

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

毎週土日・祝日のイベント （１１月）

毎週水・木のイベント（４月～１１月）

毎週土日・祝日のイベント （１２月～３月）
かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴をお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。
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